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人
事

往

来

事
務
局
だ
よ
り

ユ
イ
ン

二

つ

の

退

治

も

の

が

た

り

四
•

五
ト
ン
に
か
ん
声

ス

ラ
ン
ポ
ン
の

M

I

住
菱
商
事

B

I

M

A

S

に
参
加

友
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ワ
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゜
。
フ
ロ

ジ
ェ
ク
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一
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／
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0
年
雨
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ピ

マ

ス
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ト
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ロ

ヨ

ン

一

ユ

ー

ピ

マ

ス

と

ニ

ュ

ー

イ

ン

マ

ス

イ
ン
ド
ネ
ジ
ア
の

B
I
M
A
S
計
画
解
説

固

際

農

友

会

、

擬

業

実

習

生

派

米

協

会

B

I

M

A

S
と
I

N

M

A

S

マ
ト
ラ
、

ア
ジ
ア
貿
易
開
発
協
会
の
発
足

イ
ネ
の
新
品
種
I

R
20
と
I
R
2
2

T
S
U
G
o
 

ド
ネ
ジ
ア
の
漁
業
匹
協
力

，．

ー
ス
い
へ
の
反
咽

日
本
青
年
海
外
協
力
隊

海
外
幾
業
実
習
生

も

＜
 

じ

｀`  
I 

．・ ＼ 



ふ
く
め
）

モ
ロ
ツ
ゴ

、

へ
は
い
り
こ
ん
で

、

け
、
ァ
‘

者
、

研
究
所

、 ．
 

匡
は
フ
ィ

Il
ヒ

ン

方

面

、

歩
る
。

る
ぅ

、
医
療
、

現
在
、

も
の
か
ジ
ュ ． 

m
a
n
 

試
験
楊

、

エ
ル

サ
ル

バ
ド
ル
な
ど
陀
及
ん
で
い
る
。

カ
ン
ポ
ジ
ア

、

保
健
、

材
銀
行

へ
の
預
全
老

、

が
花
々

し
く
う
ち
だ
し
た
も
の
で
あ
る
0

世
界
の
フ
ロ

ン
テ
ー
ア

ヘ
若
者
を
送

こ
れ
こ
そ
人
類
の
フ
ロ

ン
テ
ー

ア
で

あ
る

、

っ
た
青
年
た
ち
を
開
発
途
上
固
の
フ
ロ

お
世
話
は
特
殊
法
人

マ
・・
シ
ア

、

す
な
わ
ち
人
材
供
給
者
と

、

の
背
年
男
女
を
派
遣

し
て

い
る
0

専
門
業
和
は
農
林
水
産

か
ら
工

業

日
本
の
平
和
面
隊

、

ス
ポ
ー
ツ
択
い
た
る
ま
で
七

0
業
秤
を
数
え
る
0

派
遣

t
o
 m
a
n
 

訓
練
セ
ン
ク
ー

、

ア
フ
リ
カ

、

学
校
な
ど
陀
屈
し
た
が
ら

、

、

ヽ

イ

ン

ト

地
域

そ
れ
ぞ
れ
の
固
で

中
南
米
の
九
カ
国
へ
六
六
九
名
（
舟
固
者
を

海
外
技
術
協
力
事
業
団
が
外
務
省
予
算
で
や

っ
て
い

る
。

こ
の
事
業
は
昭
和
四

0
年
陀
政
府
事
莱
と
し
て
始
め
ら
れ
た
が

、

そ
の

c
o
r
p
s
 

人
材
を
必
要
と
す
る
需
要

）
け
大
統
領
迭
挙
戦
で
ケ
ネ
デ
ー

と
い
っ
た
も
の
で

、

ン
テ

ー
ア
ヘ

送
ろ

う
、

ラ
オ
ス

、

の
技
術
指
導
や

、

海
外
活
動
を

と
い
う
も
の
で

ケ
ニ

ア、

ク
ン
ザ
ニ

自
ら
技
術
の
デ
モ

ン

す
な

わ
ち
日
本
肯
年
海
外
協
力
隊
は
技
術
や
技
能
を

も

一
九
六
一
年
陀
は
じ
ま
っ
し
た
。

ア
メ
リ

カ
の
平
和
部
隊

(
P
e
a
c
e

有
力
な
人
材
ソ

1

ス
で
あ
る

こ
と

に
は
ま
ち
が
い
な
い
。
．

終
え
て
帰
囚

し

文

O
B
た
ち
は

、

来
る
ぺ
き
ゾ
ニ
ア

ー
の
此
業
要
員
と

し

て
の

一
ア

ー
技
術
者

VC
ょ
ろ
海
外
協
力
活
動
で
あ
る
が

、

す
な
わ
ち
貸
出
者
と
が
考
え
ら
れ
る
0

日
本
青
年
海
外
協
力
隊
は

、

海
外
煤
菜
閑
発
財
団
を
海
外
炭
業
要
員
の

人
材

銀
行
だ
と
す
る
と

、

日

本

青

年

海

外

協

力

隊

ー

有

力

な

人

材

ソ

ー

ス

ー

ー

ー

． 
そ
の

こ
の
人
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ー

よ
び
九
州
陀
集
中
し
て
い
る
と
い
え
る
。

神
奈
川

‘

＜ ヽ

長
野

、

2

出
身
隊
ぶ
（
全
分
野
陀
つ
い
て
）
の
多
い
の
は
東
京

、

青
年
協
力
隊
全
員
の
う
ち

、

熊
本

、

船
林
水
産
分
野
が
四
九

、

（
昭
和
囮
四
年
九
月
現
在
）

宮
崎
な
ど
で

、
北

海

追

、

二
三
、

妬
分
れ
る
0

帰
固
者
の

中
尻
け

、

そ
れ
ら
の
人
々
は
ジ
ニ
ア
ー
海
外
農
業
要
員
の
有
力
た
ソ
ー
ス
と

し
て

期
待
さ
れ
て
よ
い

。

晨

業

関

係

派

遣

隊

員

の

動

向

分

析

％
）
を
占
め
て
い
る
。

広
島

、
福
岡

、

東
北
ぉ

北
海
道

、
熊
本
、

一
％
（
ほ
ぼ
五
〇

大
分
で
あ
る
が

、
船
林
分
野
の
隊
兵
の
ー
と
く
に
多
い
の
け
東
京

、
北

海

道
、

の
で

、 ふ
た
た
び
加
外
の
炭
菜
技
術
指
導
陀
出
た
い
と
希
望
す
る
者
が
多
む
い
る

現
地
語
や
土
地
の
風
習
陀
粒
通

し
た
老
が
多

イ

ナ

作

、

わ
り
、

ま
た

、

果
樹

、

野
菜
、

単
陀
技
術
を
伝
え
る
と
い

う
だ
け
で
な
く
、

裔
め
た
り

、

し
て
い
る

。

こ
れ
ら
の
協
ヵ
隊
員
は
学
校
卒
業
後
一

牒
業
檄
械

、

ー
ニ

年
以
上
農
業
の
実
務
匠
た
ず
さ

農
菜
の
技
術
や
技
能
を
も
っ
た
者
が
多
い
0

派
遣
時
平
均
年
令
は
男
子

よ
る
海
外
実
習
の
経
験
者
も
含
ま
れ
て
い
る
。

中
忙
は
相
手
国
の
要
語
に
よ
っ
て
、

ー
ニ
年
間
延
長
し
て
活
動
す
る
者
も
い
る
。
燐
業
と
い
つ
て
も

、

炉
業
土
木

、
養
蚕

、
畜
産

、

測
岱
方
ど

そ
の
導
門
は

任
期
は
ニ
ヵ
年
で
あ
る
が

、

さ
ら
陀

る
。
ま
た
国
l

際
船
友
会

、
牒
業
研
修
生
派
米
協
会

、

さ
ら
に
青
年
の
船
オ
ど
陀

九
オ

、
女
子
二
四

、

一
オ
で
、

学
歴
は
大
学
卒
が
五

0
％
を

し

め
て
い

青
年
や
子
供
た
ち
の
赦
育
と
い
っ
た
面
で
も
少
な
か
ら
ぬ
貢
献
を

地
域
の
人
た
ち
の
教
禿
を

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
や
り
な
が
ら
指
導
す
る
と
い
っ
た
や
り
方
を
し
て
い
る

。

●, 

． ． 
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海

外

実

皆

を

修

了

し
て
帰

固

し
た

者
け
す
で

陀
船
友
会
で
は
約

――

‘

わ
が
国
の
燐
業
宵
年
を
ア
メ
リ
カ
や
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
国
陀
派
逍
し

、

術
や
経
営
を
身
陀

つ
け
さ
せ

る
実
習
方
法
が
昭
和
二
七
年
か
ら
始
め

ら
れ
た

。

こ
の

実
習
事
業
は

均
在
で
は
国
際
炭
友
会
と
恨
業
研
修
生
派
米
協
会
の
二
団
体
妬
よ
り
実
施
さ

れ
て
い

る
。

成
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

の
研
修
と
配
厖
農
家
で
の
生
活
や
批
作
業
を
通
じ

て
視

野
の
広
い
殷
菜
者
を
妾

固

の

農

家

に

虻
駈
さ
せ

、

人 5
 

4. 

六

九、

一
九

、

短
大

、

四
年
の

五
六

、

九
--'---・ 
/‘ 

ヽ

海

外

農

六
％
を
占
め
る
。

六
％

、

大
学
卒
で
け

、

ー
ー
ー
有
カ
力
人
材
ソ
ー
ス
し
|
l
l

ヽ

「
働
き
庁
が
ら
学
ぷ
」
と
い
う
こ
と
が
特
色
で
あ
り

、

家
族
と
生
活
を
と
も
陀
さ
せ
力
が
ら
海
外
農
菜
の
技

莱

実

習

生

ニ
ー

三
年
が
一
六

、

一
年
未

渦
の
拶
業
経
験
が
五

0
%
、

七

％
で

あ

る
。

い
た
者
は
高
校
で
は
四
四

、

卒
六

0
、

＝
％
と
方

つ
て
い

る
。

ま
た
在

学

中

船

林

関

係

の

課

程

尻

栖

し
て

学
歴
は
中
卒
一

、

九

％
で
あ
；
る
。

梨
業
経
験
年
数
竹

つ
い
て
い
え

ば
、

七
％
と
も
っ
と
も
多
く

、

オ
が

五
、 ●、

九
％

、

九
％
で

、

年

令

沢

つ

い

て

み

る

と

、

三
％

、

九
％
で

、

つ
い
で
二

l
-―
一
年
の
ニ
ー
ニ

、

他
け
い
ず
れ
も
―

0
％
陀
み
た
な
い

。

高
卒
三
一

、

短
大
で
け
一

0
0
%
、

二
三
オ
が

0
0
0
 

所
定

そ
の

二
年
未
満
が
全
体
の
六
九

、

-
l
二
年
が

三
％

、

高
卒
者
で
け

、

四
年
以

上
の

経
験
が

三
％
。大

学
で
は

0

、

ウ

短
大
卒
六

、

ニ
ニ
オ
が
二

0
%
、

5

艇

業
関
係
隊
員
の
実
家
が
農
家
で
あ
る
者
が
五
三

、

． 
三
％

、

五
％

、

―-l
 

大

学

卒

二

叫
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会
長
け

、

ま
た
、

各
県
の
支
部
組
織
陀
加
入
し
て

、

経
費
は
派
遣
先
の
団
体
や
炭
家
が
負
担
す
る
こ
と
尻
た
つ
て
い
る
°
帰
国
者
は

年

、

品
槃

研
修
生
派
米
協
会
研
修
生

冠
莱

こ
の
事
業
け

，炉
林
省
の
所
管

に
な
っ
て
い

る
。

そ
の
他

の
固
が

メ
リ
カ
が
紗
一
七

0
名
、

他
の
国
で
は
憐
業
団
体
や
煤
林
省
な
ど
が
当
つ
て
い
る
0

派
遣
人
数
は
毎
年
ァ

ド
の
七
カ
国
で
あ
る
0

受

入

れ

陀

は

ア

メ

リ

カ

で

け

米

国

固

除

袋

友

会

、

ス
イ
ス

、一
年
半
と
な
っ
て
い
る
0

派
遣
経
費
け
米
国
が

そ
の
他
の
国
が
紗
五

0
名
、

西
ド
イ
ツ

、

サ
ス

、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
ア
イ
オ
ワ

、

ウ
イ

ス
コ
ン
シ
ン
の
七
州
）

、

会

長

け

片

柳

兵

吉

氏

（

農

林
中
央
金
庫
理
事
長
）

実
習
期
間
け
米
国
が

力

ナ

ダ
ヽ ア

リ
ゾ
ナ

、

名

、

国

捺

滋
友

会

海

外

溢

菜

実

習

生

事

薬

低
業
体
験
を
指
導
面
で

十
分
陀
役
立
た
せ
て
い
る

。

国
の
艇
業
指
導
弄
員
と
し
て
派
遣
さ
れ

、

日
本
で
の
知
織
陀
加
え
て
外
国
で
の

い
る
。 研

修
生
協
会
で
は
三
三
七
名
で
主
り

、

米
炭
業
労
務
者
（
短
船
甜
英
）
で
の
畑
匝
者
け
約
四
、

い
る
。

現
地
の

そ
の

欧
州
（
テ
カ
ン

帰

固

者

は

各

地

方

陀

袋

い

て

中

堅

股

家

と

し

て

殿

業

の

近

代

化

に

活

謡

し

て

ま
た
そ
の
う
ち
一
部
の
老
け
海
外
技
術
協
力
牛
茨
団
等
よ
り
院
発
途
上

以
下
陀
二
団
体
の
や
っ
て
い
る
事
業
内
容
を
紹
介
し
よ
う
。

実
習
生
の
派
造
先
は
米
国
（

オ
レ
ゴ
ン

、

ヽ

ン
マ
ー
ク

ワ
シ
ン
ト
ン

、

オ
ラ
ン
ダ
）

、

ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン

●, 

● ' 

1
0
万
円
、

欧
州
そ
の
他
が
四

0
万
円
前
後
を
県
ま
た
は
推
せ
ん
団
体
が
負
担
し

、

相
互
忙
述
繋
を
た
も
つ
て
活
耀
し
て
い
る
。

堀
内
謙
介
氏
（
元
駐
米
日
本
大
使
）
派
遮
先
け
米
国
の
み
（
オ
レ

0
0
0名
匠
の
ぼ

つ
て

研
修
生
事
業
の
前
身
で
あ
っ
た
派
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く
る
。
こ
れ
ら
の
言
葉
の
解
説
を
試
み
な
が
ら

、

L

O
J

O

N

G
---'vか

、
N
e
w

耳
新

し
い
も

の
と

し
て

B
I
M
A
S

-1vか

I
N
M
A
S
、
B
I
M
A
S

の
股
業
編
で
あ
っ
た
が

、

る
と
い

っ
て

よ
い
0

会
長
は
萩
原
善
之
助
氏
で
あ
る
。

ば
、

る
。

そ
の
中
心
を
方
す
の
は
米
の
増
産

‘

「
海
外
股
業
ニ
ュ
ー
ス
」
第
二
号
は

骨
け

B

I

M

A

S

計
画
で
あ
る

、

コ・
ン
ヽ

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
開
発
五
ヵ
年
計
画
」

と
い
つ
て
よ
い
だ
ろ
う

。

B
I
M
A
S
、
N

e

w

 
I
N
M
A
S
 

そ
の
や

り
方
の

G
O
T
O
N
G
 

B

I

M

A

S

計
画
の
成
り

た

イ
ン
ド
ネ
ジ
ア
の

B

I

M

A

Q
計
画
解
説

た
ど
の
言
葉
が
出
て

知
的
陀
も
実
践
的
陀
も
日
本
の
品
業
者
の
ト
ッ
プ
レ
ペ
ル
を
形
成

し
て
い

視
野
を
も
ち
力
が
ら

、

海
外
実
習
生

、

前
詑
二
団
体

と
表

裏

一
体
の
活
動
を

し
て
い

る
0

各
人
は
そ
れ
ぞ
れ
国
際
的

な

日
本
国
際
泣
村
仔

年

逗

盟

の
青
年
を
派
逍

し
て
い
る

。
な
お

、

を
各
州
の
大
学
で
行
い

、

二

0
0名
、

て
ら
れ
て
い

る
0

派
遣
経
費

は
全
額
国
庫
負
担
で

、

始

し
た

。

自
ら
の
胆
芙
経
営
と
取
り
く
ん
で
い
る
。

研
修
生
派
米
労
務
者
方
ど
の

O

B

団
体
と

し

て
結
成
さ
れ

、

残
り
の

い
つ

て
み
れ

こ
の
平
業
は
外
務
省
の
所
管
と
な
っ
て
い

一
九

オ

か

ら

二

〇

オ

前

後

八
ヵ

月
が
殷
家
の
産
縣

と
専

門

研

修

匠

当

期
間
け
ニ
ヵ
年
間
で
あ
る
。
け
じ
め
の
六
カ
月
は
基
礎
的

な
研

修

ア
メ
リ
カ
で
の
受
入
団
体
は
4
H
ク
ラ
プ
財
団
で
あ
り

、

六
州
）
で
派
米
炭
業
労
務
者
事
業
よ
り
発
展

し
、

ワ
シ

ン
ト
ン

、

●` 

、

ヽ

コ
ロ
ラ
ト

ネ
プ
ラ
ス
カ

、

派
遣
人
員
は
毎
年

昭
和
匹

0
年

よ

り

事

莱

を

開

ア
イ
ダ
ホ
、

イ
リ
ノ
イ
の
一

． 
-6-



し
、 翌
一
九
六
五
年

、
政
府
は

、

五
、
四
ヽ

三
、
二
、

~
 

ヽ

た
。

か
ん
が
い
組
曲
の
確
立

殺
虫
剤
の
利
用

肥
料
の
利
用

そ
こ
で

、

B
i

m
bi
n
g
a
s
n
 

改
良
新
品
種
の
採
用

政
府
け

、

(
G
u
i

d
a
n
c
e
)
M
a
s
a
l
 

次
の
五

つ
の
努
力
目
標

p
a
nt
j

a
 

と
呼

げ

れ
る
改
良

稲
作
展
示
運
動
を
開
始

し
、

ヽ

）
と
呼
ん
だ
。
こ

を
か
か
げ

政
府
け

A
c
t
i

o
n
 P
r
o
g
r
a
m
 
o
n
 
I
nt
e
n
s
i
f
i

c
at
i

o
n
 

度
的
欠
陥
な
ど
の
原
因
で
完
全
択
失
敗

し
た
と
い
わ
れ
る
。

験

か

ら

く

る

肥

料

使

用

へ

の

抵

抗

⑤

価

格

政

策

、
殷
民

の
償
還
渋
滞
な
ど
制

包
無
絆

験

な

指

導

職

員

陀

よ

る

指

導

体

制

団

誤

民

の

無

経

．
~カヽ

m資
金
的

措
置
の
不
手
際

切
生
産

資
材
の

供
給
計
画
の
不
備

と
供
給
の

ち
と
そ
の
方
向
を
た
ど
つ
て
み
た
い

。

B
I
M
A
S
の
脊
最

ヵ
年
計

画
（
後
陀
八
ヵ
年
計
画
匠
統
合
さ

れ
た
）
で

、

P
a
d
d
y
 
C
e
n
t
e
r
 

時
期
的
た
ず
れ

的
展
示
計
画
で

、

改
良
栽
培
法
の
確
立

の
計
画
の
成
功
匠
よ
り

、

B
I
M
A
S
と

I
N
M
A
S

B

I

M

A

s

と
け

、

1
0
0
注
を
対
象
と
す
る
実
験

そ
の
対
象
面
和
を

、

そ
の

計
画
を

B
I
M
A
s
(
D
e
m
o
n
s
t
r
a
s

U
s
a
h
a
 

M
a
s
a
1
 
0
0
0
比

陀

拡

大

B

I

M

A

S
計
画
の
採
択

陀
ふ
み
き
っ
た
。

(
M
a
s
s
)
 
の
｛
略

を
設
け
、
約
三

0
0
万
ha
を
、
集
約
稲
作
の
対
象
と

し
た

ィ

ン

ド

ネ

ン

ァ
政
府
け

● , 

全
国
匠

五

0
0
ヵ
所
の

一
九

万
jl／

六

O
l
一
九

六

／
六
二
の
米
作

． 
-7-



が
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

ー、

、

る

カ

在
来
品
種
で
は

、

実
隙
陀
は
、

法
を
と
つ
て
い
る
。

B

I

M

A

S

は
、

りヽ が
ヽ

一
方
、

B
u
n
g
a
w
a
n
.
 S
i
g
a
di
s
,
 S
y
n
t
h
a, 
R
e
m
a
dj
a
 

こ
れ
以
外
の
設
家
け

、

画
の
方
向
で
あ
る
。

M
a
s
a
l
 

フ
ィ
I
J
ビ
ン
の

I

R

R

I

釉
々
の
貸
付
け
を
伴
な
わ
な
い

I

N

M

A

）
と
い
う
指
導
を
受
け
ら
れ
る
。

B

I

M

A

S

よ
り

I

N

M

A

S

匠
炉
家
を
移
行
さ
せ
る
こ
と
、

資
金
で
岱
業
用
諸
資
材
の
開
入
可
能

な

船
家

を
増
や
す
こ
と
が

B

I

M

A

S

計

ニ
ュ
ー
ピ
マ
ス
と
ニ
ュ
ー
イ
ン
マ
ス

高
収
抄
品
種
を
と
り
入
れ
る
こ
と
が
西
つ
の
努
力
の
第
一

究
所
）
で
育
成
さ
れ
た

I

R
-
5

や
I

R

-

8

陀
和
極
的
陀
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

s
(
I
nt
P
n
s
i
 f
i
 c
a
 s
 
i
 

で
あ
る
が

、

こ
れ
を
、

を
右
い

、

殷
家
は

、

各
ピ

信
用
貸
を
行
い

、

対
し．
ヽ

語
で

、
政
府
が

、
● , 

が

B

I

M

A

S

ゃ

I

N

M

A

S

（
国
際
イ
ネ
研

つ
ま
り

、

陀
あ
げ
ら
れ
て
い

自
己

自
己
資
金
で
此
菜
用
諸
資
材
賠
入
が
困
難
な
炭
家
が
対
象

p
.
N
 

生
産
資
材
の
供
給
け

、こ
れ
匠
碁
き
、

ー
プ
の
一
員
と

し

て
、

P
e
r
t
a
ni
 

を
意
味
す
る
。
そ
の
内
容
は

、

の
各
事
務
所
で
費
材
陀
か
え
る
と
い
う
方

為
替
手
形
を
銀
行
の
各
支
店
よ
り
受
け
と

T
e
a
m
 

阿
登
録
し
て
届
業
用
諸
資
材
の
供
給
、

B
I
M
A
S
 

マ
ス

こ
れ
を
軸
と
し
て

、

ピ

マ
ス

が
国
立
銀
右
各
支
店
匠
対

し、

地
方
厖
業
改
良
普
及
所
の
技
術
指
導
を
つ
け
る

。

な
お

、

信
用
供
与
を
受
け
る
ほ
か

、

。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
防

、

集
団
的
指
導
す
な
わ
ち

M
a
s
s

G
ui
d
a
n
c
e
 

参
加
股
家
は

、

L
o
c
a
l
 B
I
M
A
S
 
T
e
a
m
 

濃
密
な
技
術
指
導
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

肥
料
・
殺
虫
剤
・
改
良
秤
子
オ
ど
の
掛
売
り
と

、

。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
陀
参
加
す
る
雌
〖
家
陀

匠
よ
る
米
増
産
の
促
進

政
府
の
艇
業
群
問
家
や
大
学
等
陀
よ
り
組
織
さ
れ

、

● ’ 

勧
告

農
民
グ
ル
こ
れ

生
計
骰
の

-8-



引
き
わ
た
し

、

よ
ぶ
）
け

、

B

U

L

O

G

N

A

S

 

こ

の

四
、
二
、
二
、

ヽ
は

、

B
I
!v
!
A
S
 

信

用

供

与

普

及

活

動

(

B

I

 M

A

S

 

く
や
れ

げ
、

B
a
r
u
)
,
 N
e
w
 

B

I

M

A

S

は
、

供
給
者
と
力
る
ば
あ
い
も
あ
り
、

G
o
t
o
n
g
 R
oj
o
n
g
 

農
民
は
収
穫
物
の

ー
で
を

B

U

L

O

G

N

A

S

 

う
方
法
を
と
つ
て
い
る

。

調
整
す
る
0

具
体
的
陀
け

、

外
国
企
芙
陀
よ
り
併
給
さ
れ
る
貨
付
資
材
等
の
返
済
は

B

U

L

O

G

N

A

S

か

N
a
t

i

o
n
a
l
 
L
o
g

i

s
t

i

c
 

こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
イ
ン
ト
ネ
シ
マ
．
側

は、

加

し

た
こ
と
陀
始

ま
っ
た

。

一
九

六
八

／
六
九
の
両
期

陀
ス

イ
ス
の
製
薬
会
社
C

I

B

A

が
参

G
o
t
o
 ng
 
R
oj
o
 ng
 

組
骸
的
た
病
害
虫
防
除
力
ど

で
あ

る
。

生
産
資
材
の
供
給
（
主

と
し
て
自
社
製
品
）

参
茄
す
る

B
I
M
ぢ

政
府
が
貸
付
供
給
老
と
な
る
ほ

か
択

、

ピ

マ

ス

。‘
コ
ト
ン

。
ロ
ヨ
ン

が
こ
れ
を
外
貨
陀
か
え
て
返
済
す
る
と
い

B
o
d
y
 

農

林

省

、

I
 
N
 M
 A
 S
 

（

以

下

B

I

M

A

S址
方
行
政
府
、

で
梱
成
さ
れ

、

B

O

L

O

G

N

A

S

 

匠
発
展

し
て
き
た

。

そ

の

協

力

内

容

こ

の
形
態
が
発
展

し
て
、

そ
れ
だ
け
収
柑
も
増
加
す
る
品
種
で
あ
る
。

外
国
民
問
企
業
が

民

間

企

業

が

貸

付

と
よ

げ
れ

て
い

る
。
こ
れ

ら

の
新
品
種

は
高

い
施
肥

効

果

を
も
ち
、 B
a
r
u
 

新
品
種
採
用
と
い
う
意
味
か
ら

、

● , 

こ
れ
ら
は

B
I
M
A
S
 

(

I

N

 M

A

S

 

N
e
w
 

． 
G ヽ

択

R

と

肥

和

を

多

-9-



ク
ク
ー
ル
あ
た
り
粒
米
換
算
二

、

スイス OI B Aのプロジェクトの内容 (1968/69

B

I

M

A

S

 

雨期）

G ヽ

二
ト
ン

の
収
穫
を
見
込
ん
で
い

た
が

、

一
九
六
八
／
六
九
雨
期
の

B

I

M

A

S

O

、

R

の
成
果
と
し
て

、
政
府
は
ヘ

R
忙

対

す

る

批

判

が

高

ま

つ

だ

。

一
九

六
八

／
六
九

年
雨
期
作
の
成
果
は

、
予
期

L
た
結
果
が
得
ら
れ
ず

、

B

I
図

A
S
ゴ
ト
ン
。
ロ
ヨ
ン
ヘ

の
批
判

事 項 面積、 金額 備 考

1. 対象面和 3 0 0, 0 0 0 ha 

2. haあたり Packap:e餘額 40,000ドル

a 肥 料 1 9. 0 0 Urea 125Kg, TSP  7 5Kg 

b ダイメクロン 1 3. 7 5 2. 5 K<; 

C 貌1カ噴霧機 0. 0 7 5 2 0, 0 0 0 ha陀 1台

d 誘が灯 0. D 2 5 

e 燐化亜鉛 0. 0 2 0 

f 畝布経毀、 技術指導 6. 5 8 

g 輪送手段 0. 5 5 

● , 

注 1R-5や 1R-8を採用した けあいは ha あたり総額 40 $が 52. 5 $とたる。

● ‘ 

結

果

-1 0-



1969/70 雨期のBIMAS G.R.計画

外国民間企菜 1 969年乾期 1969/70 雨 期

CIBA（スイス製薬会社） 150,0 0 Oha 4 D 0, 0 0 0 ha 

HO凹CHST(ドイツ梨蝉社） 100,000 2 5 0. 0 0 0 

COOPA (インドネシア） 250,000 150,000 

三菱商事（日本） 2 2 5,0 D D 

A.H. T. (ドイツ 製薬会社） 6 0, 0 0 0 

の
供
給
の
不
円
滑
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

適
時
適
所
に
配
給
で
き
た
か
っ
た
こ
と

、

の
原
因
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た

、

ス

i
ー

ず
し
、

力；
ヽ

別
忙
庶
民
銀
行
か
ら
融
資

こ
れ
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
か
ち
は

2

E

I

M

A

S

に
参
加
す
る
加
家

た
こ
~

ヽ

と

し

て
一

、

収
穫
の
予
想
外
の
減
少
は

B

I

M

A

S

B

I

M

A

S

 

B

I

M

A

S

 

こ
れ
を
契
横
と
し
て

股
薬
た
ど
の
設
業
用
諸
資
材
を
、

は
B

I

M

A

S

R
の
方
向
を

次
の
よ
う
に
修
正
し
た
。

的
な
比
法
の
効
果
と
い
ら
も
の
に
た
い
し

、

収
稜
岱
の
1
万
を
現
物
で
納
め
て

い
た
収
納
方
法
を
物
納

‘

金
納
の
何
れ
で
も
よ
い
よ
う
匠
し

に
生
計
伐
の
貸
与
を
行
っ
て
い
た

す
る
こ
と
に
し
た
こ
と

、

共
同
使
用
の
設
機
具
や
車
輛
は

政
府
に
駆
す
る
も
の
と
し
、

G ヽ

あ
る
は

以
上
の
よ
う
な
反
省
か
ら

、

炭

業

政
府

一
九
六
九
／
七
0
年
雨
期
作
(

1

0

月
1
3
月
）

か
ん
が
い
用
水
路
の
荒
廃
に
よ
る
水

肥
和

、 つ
い
て
行
け
な
か
っ
た
こ
と
に
そ

G ヽ

R
制
度
の
柏
極
的
な
効
果
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
集
約

失
敗
の
原
因
と
し
て
は

、

G ヽ
●, 

伝
統
的
方
手
船
法
の
イ
ン
ド
ネ
シ
マ
擬
民
が

、

R
制
度
に
検
討
が
加
え
ら
え
ら
れ
る
こ
と
と
ヵ
っ
た
。

た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
当
局
に
大
き
な
打
撃
を
あ
た
え

、

八

ト

ン
（

G ヽ

R

に
大
き
た
期
待
を
か
け
て
い

一
五
％
減
）
し
か
収
穫
滸
が
あ
が
ら
方
か
つ
だ

。

● ’ 

こ
の
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移
る
の
で
あ
る
が

、

四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
新
設
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

B

I

M

A

S

で
自
立
で
き
る
よ
う
に
ヵ
っ
た

面
に
つ
い
て
は
三
井
東
圧
化
学
が
協
力
す
る
よ
う
で
あ
る
。

o
o
o
mの
契
約
を
終
っ
た

。

大
規
模
た

キ

ャ

ッ

ジ

G

.
R
の
成
果
い
か
ん
に
か
か
つ
て
い
る
と
お
も
う
。

ン
が
平
行
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
が

、
将
来
い
ず
れ
忙
主
力
が
お
か
れ
る
か
は

ロ

ヨ

ま
た
三
井
物
産
も
東
部

＼
 

ooohaの
契
約
を
終
り

、

燐

業

技

術

二
菱
商
事
は
雨
期
作
忙
引
き
っ
〖
會
つ
き
七
五

、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は

、

一
九
七

0
年
乾
期
作

（
四
片

ー

九
月
）

る
か
ど
う
か

、

な
ど
で
あ
る
。

い
つ

て
み
れ
ば

、

B

I

M

A

S
発
足
当
初
も
た
も
た
し
た
普
及
指
母
部
が
は
た
し
て
う
古
く
や
れ

● , 

乾
期
作
は
雨
期
作
の
約
半
分
の
作
付
面
栢
に
な
る
が

、

こ
の
よ
う
に
、

あ
や
う
い
こ
と
で
あ
る
。

中
部
ジ
ャ
ワ
に
万

0
、

お
よ
び
中
部
ジ
ャ
ワ

現
在
ィ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
一
般

B

I

M

A

S

と
B

I

M

A

s

．コ

ト
ン

今
後
の

B

I

M

A

S

I
N
M
A
S
 

I

N

M

A

S

に
は

、

を
行
う
も
の
で
あ
り

、

家
は

I

N

M

A

S

の
方
向
へ

国
内
企
業
が
協
力
し
て

、

ュ
ベ
ー
ス
で
指
導

・
普
及
を
行
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は

、

施
肥
試
験
力
ど
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
生
産
資
材
の
直
接
販
売

剤
散
布
な
ど
を
請
負
う
と
い
う
形
に
変
つ
て
き
た
。

実
施
し
た
姿
か
ら

、

一
七
県
に
四
五

、

oooha、

政
府
の
普
及
指
導
部
が
乗
り
出
し
て
き
た
わ
け
だ
が

、

外
固
企
業
が
単
た
る
契
約
者
と
し
て

、
資

材

の

配

給

や

薬

外
国
企
業
が
既
と
ん
ど
全
面
的
に

、

独
自
に
登
材
の
供
給
か
ら
技
術
指
導
ま
で

ス
イ
ス
の

C

I

B

A

が
当
初
行
っ
た
よ
う
に

、

指

及

事

務

所

が

管

理

す

る

よ

う

に

し

た

こ

と

、

新
た
に
日
綿
実
業
が

● ‘ 
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契
約
の
相
手
は
イ
ン
ド
ネ
ジ
ア
政
府
で
あ
る
が

、

つ
づ
い
て
ド
イ
ツ
の
A
H
T
社
と
三
菱
商
事
が
参
加
し
た
。

や
煤
薬
、

と
結
び

、

（
ポ
ン
プ
の
供
給
）

住
友
商
事
と
の
合
弁
会
社
で
あ
る
力
．
ヒ
ン
の
げ
あ
い
は

、

始
め
る
と
い
っ
た
ぎ
わ
め

て
堅
実
力
や
り
方
で
進
め
ら
れ

て
い

る
。

ヨ
ン
に
つ
い
て
の
解
説
を
試
み

、

口
ヨ
ン
は
一
九
六
九
／
七

0
年
の
雨
期
作
に
ス
イ
ス
の
製
薬
会
社
C
I
B
A
が

ツ
の
製
薬
会
社

に
お
よ
ぶ
。

A
r
m
y
 直

接
農
家
集
団
に
肥
料
や
農
薬
方
ど
を
渡
し
、

ー

動

き

出

し

た

民

間

協

ヵ
ー

M
e
k
a
t
a
n
i
 

p
.
T
 

K
ap
i

n
 ● , 

H
o
e
c
h
s
t
 

参
加
し
た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り

、

と
リ
ヒ
チ
ン
ス
ク
イ
ン
の

c
o
o
p
a

（
十
月

l
-―
―
月
）
か
ら
参
加
し
た
こ
と
に
ふ
れ
た
。

s
a
k
i
d
 

二
菱
商
出
が

三
菱
商
専

B

I

M

A

S

匠
参
加

I
nt
e
n
s
i
f
i

c
a
t

i

o
n
 
s
c
h
e
m
e
)
 

契

約

は

地

方

政

府

農

家

の

収

穫

物

⑦
l

て

B

I

M

A

S

 

同
年
乾
期
作
（
四
月

ー

九
月
）
に
は

、

三
菱
商
事
の
担
当
区
城
は
月
図
の
と
お
り
西
ジ
ャ
ワ
の
九
県
に
ま
た
が
り
、

B
I
M
A
S
計
画
に
参
加
し
て
い
る
農
家
の
水
田
面
和
は
合
計
二
二
万
五
千

la

三
菱
商
事
は
改
良
イ
ネ
種

ゴ

ト

ン

一
九
六
九
／
七

0
年

の

雨

期

作

別

項

に

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

の

米

増

産

計

画

で

あ

る

B

I

M

A

S

ゴ

ト

ン

農
機
具
な
ど
を
使

っ
た
テ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

。
フ

ワ
ー
ム
か
ら

を
カ
ビ
ン
に
納
め
さ
せ
る
と
い
っ
た
ヶ
ー
ス
で
あ
る
。
そ
の
た
め

、

ソ

ロ

県

ま
ず
肥
料

五

0
、

二
、

（
住
友
商
連
と
の
合
弁
会
社
）
ク
ラ
ワ
ン
県
五

0
、

． ． 

ネト ．
 
ト
イ ロ

0
0
0
 

五

0
0

0
0
0
 

oooha 
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使
う
が
、

た
め
の
展
示
田
と
も
し
て
い
る
。
股
家
に
た
い
す
る
病
虫
害
防
除
の
方
法
や
殷

い
ち
ば
ん
遠
い
と
こ
ろ
で
三
時
間
半
の
巨
離
で
あ
る
。
ま
た
現
場
指

檄
具
の
使
用
法
の
指
導

な
ど
が
主
な
仕
事
で
あ
る
0

現
地
指
＃
に
は
ジ
ー
プ

を

と

に

ヘ
ク
ク
ー
ル
程
度
の
試
験
田
を
も
う
け

、
農
家
に
対
す
る
実
地
指
導
の

で
三
矩
に
分

け
て
い

る
が

、

久
島
俊
也
（
同
）

秋
元
典
夫
（
倉
坤
）

三
菱
倉
庫

二
人
で
三
県
の
指
導
を
担
当
し

て
い
る

。
各
県
ご

技
術
協
力
団
の
本
拠
は
パ

ン
ド
ン
で

あ
る
0

現
場
指
導

チ
ー
ム
は
二
人
一
組

后l

大
木
邦
夫

（
機
械
）

三
菱
重
工

金
森
正
剛

（
同
）

く
み
あ
い
化
学

上
田
勇
五
（
痰
薬
）

日
本
化
薬
（
村
岡
隆
光
、
交
代
要
貝
）

田
中
葬

治

ア
メ
リ
カ
実
習

‘
船
業

堀
内
久
伍

瀬
井
富
雄

ア
メ
リ
カ
実
習
、
青
／
ギ
協
力
隊
（
フ
ィ
リ
ピ

ン
ニ
年
）
、
曲
葉

ア
メ

リ
カ
実
習

、
品

業

金

平

誠

ア
メ
リ
カ
実
裂
、
パ

キ
ス
ク

ン
派
遣
、
煤
業

赤

川
克

之

マ
メ
リ
カ
実
習
‘
イ
ン
ド
派
遣
五
年
、
炭巧．

副

伊
計
良
彦

農
林
省
出

団

長

河

井

恒

く
み
に
た
つ
て
い
る
。

三
菱
商
事
は
こ
の
契
約
を
遂
行
す
る
た
め
技
術
協
力
団
々
長
以
下
―
二
名
の

（
紅
歴
）
農
林
省

o

B
、

メ
コ
ン
委
員
会
等

技
術
者
を
昨
年
の
九
月
か

ら
十
月
に
か
け
て
現
地

へ
派
迎
し
た

。

も
つ
が

、

供
民
は
収
稜
物
の
1
で
を
現
品
ま
た
は
金
で
政
府
に
納
め
る

と
い

う
し

て
指

導
を
行

う
0

政
府
は
三
菱
商
事

に
対

し
て

資
材
や
役
務
の
支
払
い
の

店

を

と
も
に

、
病
虫
害
防
除
の
請
負
い
や
、

子
、

肥
和
、

農
薬
、

• ` 

供
給
す
る
資
材
の
使
用

法

な
ど
に
つ
い

殷
檄
具

な
ど
を

．ハ
ッ
ケ
ー
ジ
に
し
て
燐
家
に
供
給
す

る
と

． ． 
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も
侭

、

あ
わ
せ
て
一
次
産
品
の
抑
発
輪
入
半
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

-
0
%
 

民
問
ペ
ー
ス
の
米
堺
産
に
協
力
す
る
と
と

年
計
画
の
支
柱
を
方
す
食
柑
増
産
酎
面
忙
協

力
す

る
目
的
で

、

間
に
脚
印
が
す
ま
さ
れ
た
。

七
五

、

力
い
。

に
合
わ
な
く
方
る
0

確
実
に
期
日
ま
で
尻
翔
地
へ
送
り
と
ど
け
る
こ
と
が
一
苦

労
で
あ
る
0

資
材
の
輪
送
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
に
歩
地
人
三

0
名

ぐ

ら

い

を

れ
を
見
た
だ
け
で
予
見
で
ぎ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

は
も
ち
ろ
ん

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

普
及
事
業
が
負

つ
て
い

る
こ

と
は

言

う
ま
で
も

い
ず

し
い

。
肥
料
や
農
薬
を
ク
イ
ム
リ
ー
忙
配
給
す
る
こ
と
が
い
ち
ば
ん
骨
が
折
れ
る
ら

力5
ヽ

に
し
て
も

、

――
1
0
オ
前
後
の
働
き
盛
り
の
船
菜
の
実
除
家
た
ち
を
揃

ooobaの
契
約
に
つ
い

て
も

、

住
友
商
事
の
ク
ラ
ワ
ン

ー

勤

き

だ

し

た

民

間

協

力

|

|

一
九
六
九
年
囮
月
よ
り
開
始
さ
れ
た
イ
ン
ド
ネ
ン
マ
政
府
の
絆
済
仮
興
百
カ

I
N
社
と
合
弁
会
社
（
払
込
資
本
―
―
i
万
万

U

S

$

、
住

友

九

0
%
、

K

A

P

I

N

 

）
を
設
立
し

、

な
お
、

二
菱
商
事
は

、

え
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

● ● 

し
か
し
技
術
指
導
の
責
任

こ
の
ほ
ど
ィ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
と
の

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

程

地

の

K

A

P

一
九
七

0
年
乾
期
（
四
月

ー

九
月
）
の

そ
の
成
果
が
ど
ん
た
も
の
で
あ
る
か
は

、

丸
が
か
え
に

し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

配
給
が
早
す
ぎ
る
と

、
貧
し
い
燐
家
は
横
流
し
す
る

し
、

―
―
菱
で
は
バ
ワ
ー
。
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
名
つ
て
い
る
。

後

れ

る

と

間

ス
イ
ス
C
I
B
A
は
軽
飛
行
機
を
使
っ
て
薬
剤
散
布
を
行
っ
た
よ
う
で
あ
る

導
と
は
別
に
流
通
面
の
調
査
も
行
っ
て
い
る
。

● ’ 

頻
ぷ
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ス
i

畑
作
地
帯
の
農
民
忙
た
い
す
る
畑
作
の
振
興

2

イ
ン
ド
ネ
ン
ア
の
農
産
物
輪
出
に

た
い
す
る
協
力

1

日
本
へ

の
ソ
ル
ガ
ム

、

本
哀
莱

の
目
的
と
し
て
は

ー

シ
ョ

ン、

方

お

、

大
豆
の
安
定
継
続
供
給
源
の
確
保

フ
マ

ー

ムDLi
la

を
あ
わ
せ
試
験
栽
培
を
行
う
。

こ
の
他
忙

一
九
六
カ
／
七

0
年

、
採
稲

圃

七
O
h
a
、

一
九
七
一
年
よ
り
本
格
的
侭
一
次
産
品
の
開
発
輸
入
を
名
う

。

五

0
0

一
九
七
〇

乾
期

二

0
0

ソ
ル
ガ
ム

一
九
六
九

／

七
〇
雨
期

従
来
よ
り

K

A

P

I

N
社
が
行
っ

て
ぎ
た
米
作
り
契
約
栽
培
に
よ
る
収
穫
物
分

契
契
栽
培
方
式
陀
よ
る
米
の
生
産

、

採
種
圃
の
直
営

粒
米
所
の
経
営

一
九
七

0
／
七
一

雨
期

一
九
七

0
／
七
一
雨
期

八
、

0
0
0

1
 

0
0
1! 
p
a
n
g
k
a
l
a
n
 

デ

モ

ン

ス

ト

レ

一
九
七

〇

乾

期

万

、

0
0
0
 

米
作

一
九
六
九
／
七
〇
雨
期

――
‘
 o
o
o
h
a
K
l
a
r
i
郡

4. ス
i 2
 

ー

哀
業
の
規
模

予
定
は

販
売

契
紗
栽
培
方
式
忙
よ
る
ソ
ル
ガ
ム
の
生
産

‘

合
弁
会
社
の

忘
袈
内
容
は

与
方
式
を

引
ぎ
つ
ぐ
こ
と
忙
し
た

。

輸

出

｀ `  

住
友
商
事
と

K

A

P

I

N
社
は
こ
れ
ま
で
約
二

0
年
間
取
引
閑
係
に
あ
た
り

、

● . 

． ． 
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ス
型
ト
ラ
ク
ク
ー
を
導
入
す
る
。

.

I
‘
 

し―

2

p
 

ー

こ
れ
を

-oohaの
直
営
炭
塩
に
は
大
規
模

た
近
代
的

裂
法
を
取
入
れ

、

J¥ 
ヽ

ooohaに
入
植

し
た
コ
ス
ゴ

ロ
ウ

コ
ス
ゴ
ロ
ウ
が
出

資

し
た

四
、

-oohaを
四
ー

五
年
間
で
閉
墾
し、

芯
疾
計

画

の

概

要

は

林

省

0

B
、

活

躍

さ

れ

て

お

り

、ラ
ン
ポ
ン
の

M
I
T
S
U
G
O
R
o

三
井
物
音

と
イ
ン
ド

ネ
シ
マ

M

I

T

S

U

G

O

R

0

で
、

――-
0万
ド
ル

、

背

年

協

力

隊

O

B

の
コ

ス

コ・

昨
年

四

月

九

日

に

発

足

し
た
0

洞
料

ト
ゥ
モ
ロ

大 直

出
資
率
は
三
井
物
産
五
一

営
殷
場

と
し
て

運
営
す
る

一
方
、

0

、

q
‘
 

矩
合
殷
民
に
対
す
る
農
業
技
術
指
導
を
行

う
。 コ

ス

コ・

ロ
ウ
が
四
九
％
で
あ
る
。

ジ
の
開
発
輪
入
が
目
的
で
あ
る
0

授
権
資
本
金
は
一
五

0
万
ド
ル
で

、
当
初

ロ
ー

の
合
弁
会
社
が
、
ヽ

ツヽ

ゴ
ロ

ー
コ

動

き
だ
し
た
民

間
協

カ

ー

ス
マ
ト
ラ

松
井
順
二
氏
も
本
平
業
に
参
加
し
て
い
る
。

し

C々

＾ マ
レ
ー
シ
ア
ー
農
椀
具
）
の

ト
ウ
モ
ロ
コ
ン

の
優
良
種
子

を
直
営
農
場
の
採
利
圃
で
生
産

し
、

前
殷
業
機
械
化
研
究
所
常
務
理
平
）
が
昨
年
春
か
ち
技
術
顧
閑
と

ヵ
ぉ

、

4. 

K
r
a
w
a
n
g
 
P
r
oj
e
c
t
の
農
菜
技
術
者
と
し
て
は
柳
田
友
輔
氏
（
供

6

岱

業
費
機
材
の
輪

出

促
進

● . 

（
以
上

住
友
商
事
提
供
）

5

日
本
農
業
技
術
の

イ
ン
ド

・スシ

ア
ヘ
の

普
及

米
増
産
に
た
い
す
る
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
ヘ

の
貢
献

． 
-18---



ジ
ャ
カ
ル
ク
駐
在

技
術
普
及

た
っ
て
い
る
。

取
締
役
社
長

取
締
衿
（
生
音
担
当

）

取
締
符
（
経
理
担
当
）

ラ
ヴ
ワ
ン
抱
坦
長

オ
ペ
レ
ー
ク

ー

オ
ペ

レ
ー
タ
ー

キ
カ
イ
駆
個
士

ス
11

パ
オ
ノ
農
楊
長

日
本
側

メ
ン

バ
ー

加
さ
れ
た
。

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

福
島
消
男

後
藤
隆
郎

日
大

、
青

年

協

力
隊

O
E
（
マ
レ

ー
シ
ア
）

三
井
物
産

横

内

義

成

北

ス

マ

ト
ラ

、
韓
国

栽

培

奥

田

栄

山
口
文
吉

村
井

逸
二

武
井
義
信

吉
川
忠
雄

大

原

三

井

物

産

落

合

秀

男

品

林

省

0

B

、
東
パ
キ
ス
ク

ン
股
業
セ

ン

（
旧
炉
秀
男
）
タ

ー
理

事

長

等

後

藤

哲

男

三

井

物

帝

日
本
側
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
よ
う
た
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。

る
案
件
」
と
し
て

全
面
的

に
支
援
し
て
お
り

、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
こ
の
事
業
に
対
し
「
経
済
発
展
の
た
め
に
最
俊
先
す

ジ
ャ
ン
ま
で
濯
速
浩
路
で
迎
び

、

ま
た

、

寛

マ
ジ
ア
大
、

固
際
協
力
会
自
活
実
習
生

岩
手
滝
沢
村
キ
カ

イ
化
推
進
協
話
会

岩
手
農
地
開
発
会
社
事
業
部

元
新
潟
梨
試
作
物
課
長

、
パ
キ
ス
タ

ン
派
逍

元
東
北
農
試
股
業
経
営
部

（

経

歴

）

開
垢
式
に
は
大
頭
領
夫
妻
が
参

伺
港
に
大
型
の
サ

イ
ロ
を
建
設
す

る
こ
と
に

生
産
物
は
約

一
四

〇

キ
ロ

、

は
力

れ
た

。ハ

5
 
生
産

、
集
荷
さ
れ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
全
磐
三
井
物
産
が
買
い
と
る
。

坦
と
周
辺

農
家
か
ら
年
間
一

0
万

ト
ン

の
梨
荷
を
目
標

と
す
る
。

期
作

、
年

間

ha
あ
た
り

十

ニ

ト

ン
を
み
こ
み

、

ン

五
ー

六
年

後

に

は

直

営

渋

4

当
初

la
あ
た

り
四
ト
ン
と
し

、

最
終

目
標
は

ha
あ
た
り
六
ト
ン
で

、
年

周
辺
岱
民
に
配
布
し

、

●. 

技
術
指
導
を
行
う
。

● ’ 
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中

田

マ

ト

ラ

の

品

民

た

ち

は

、

わ

れ

る

と

畑

を

す

て

る

、

フ、

ア

ラ

ン

ア

ラ

ン

退

治

よ

う

。

ラ

ン

ポ

ン

の

み

や

げ

話

「

一

二

つ

の

退

治

も

の

が

た

り

」

先

だ

っ

て

事

務

連

絡

に

か

え

つ

た

落

合

秀

男

（

旧

性

森

）

さ

ん

か

ら

閣

い

た

―

つ

の

退

治

も

の

が

た

り

昨

年

は

じ

ま

っ

た

の

が

山

口

氏

担

当

の

ス

リ

パ

オ

ノ

に

お

け

る

種

子

燥

場

お

作

付

け

て

、

haあ
た

り

二

、

本

年

一

月

か

ら

ジ

ャ

．

つ

ン

幾

場

の

開

墾

に

取

り

か

か

つ

て

お

り

、

が

ジ

ャ

ン

グ

ル

と

草

原

に

い

ど

ん

だ

一

と

い

っ

て

よ

い

0
昨

年

、

と

お

も

ら

。

と

聞

い

て

い

る

が

、

ほ
ん
~
で
す
か
。

畑

が

マ

ラ

ン

マ

ラ

ン

（

チ

ガ

ヤ

）

匠

お

お

の

井

の

社

長

か

ら

表

彰

状

を

も

ら

っ

た

と

い

う

こ

と

を

き

い

た

。

さ

も

あ

り

力

ん

派

遣

さ

れ

た

桜

場

員

一

同

が

日

本

人

一

0名
と

現

地

人

四

0
0名

ヵ

年

の

苦

闘

の

成

果

が

こ

れ

で

あ

っ

た

、

年

末

せ

ま

る

こ

ろ

、

一

問

一

答

を

紹

介

し

結

果

だ

け

を

見

れ

ば

平

々

担

々

だ

が

、

て

は

全

体

で

一

期

作

―

―

-
o
o
h
a、
二

期

作

九

0
o
h
aを
予

定

し

て

い

る

。

に

は

五

0
o
l
a
の

播

秤

に

こ

ぎ

つ

け

る

予

定

で

あ

る

0
第

二

年

度

の

計

画

と

し

八

ト

ン

の

収

骨

が

常

識

に

力

つ

て

い

る

。

が

い

歌

を

あ

げ

た

と

い

ら

こ

と

で

あ

る

0
ち

な

み

忙

、

ヘ

ク

ク

ー

ル

あ

た

り

平

均

四

、

昨

年

一

期

作

と

二

期

作

の

二

回

作

付

け

し

五

ト

ン

の

収

穫

を

あ

げ

、

最

初

の

目

標

達

成

の

現

地

の

船

家

は

年

三

回

て

い

る

。

ご

く

最

近

の

連

絡

で

は

ス

リ

パ

オ

ノ

溢

彬

に

お

い

て

、

翌＿
o
o
h
a
で

あ

る

。

よ

び

モ

デ

ル

フ

マ

ー

ム

-
o
o
h
a
~

、

四

、

五

ト

ン

に

か

ん

声 ●. 

い

ず

れ

も

、

● ● 

五

月

ま

で

二

期

作

目

に

吉

川

氏

の

担

当

す

る

ラ

ヴ

ワ

ン

生

産

脹

-2 1-



落

合
中

田

股

民

が

棄

て

て

省

み

・
カ
い
土
抽
け
ど
佃
う
ち
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

落
合

中

田
蕗

合

そ

の

と

お

り
、

ア
ラ
ン
ア
ラ
ン
が
二
m
も
茂
つ
て
手
が
つ
け
ら
れ
オ
い

人
件
費
も
入
れ
て
百

0
ド
ル
も
か
か
り
ま
し
ょ
う
か
。

そ
う
で
す
ね

、

と
、

う
。

土

址

の

状

態

で

ち

が

い

す

す

が

、

中

田

即

埜

伐

け

ど

れ

ぐ

ら

い

か

か

り

ま

す

か

、

ヘ
ク
ク
ー
ル
あ
た
り

、

ほ
隙
完
全
に
マ
ラ
ン
ア
ラ
ン
の
根
が
退
治
で
含
ま
す
。

た
が
つ
て

、

平

ve
し
、

を
つ
け

、

次
に

、

で
す
。

た
が

、

草
丈
は

成
長
が
圧
え
ら
れ
ま
す
。
も
う

三
番
目
に
テ
ス
ク

根
を
ズ
ク
．
ス
ク
妬
切
り

、

四
番
目
に

、

種
を
ま

く

の
で
す
。

マ
ラ
ン
マ
ラ
ン
は
日
陰
に
は
弱
い
の
で
、

一
度
ト
ウ
モ
ロ
コ
ジ
を
作
る

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
育
つ
択
し

ト
ウ
ス

＾
ロ
ー
を
か
け
て
土
を

ロ
ー
を
二
回
ぐ
ら
い
力
け
、

ニ
O
l
-=ocm
の
深
さ
に
す
き
返
し
ま
す
。

大
却
ト
ラ
ク
ク
ー
に
テ

イ
ス
ク

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
ず
最
初
に

、

。
プ
ラ
ウ
か
ボ
ト
ム

。
プ
ラ
ウ

だ
し
す
す
。
．
シ
ャ

ン
グ
ル
を
拓
い
た
当
時
の

根

ッ
子
が

残

っ
て
い

る
か

ら

●. 

ア
ラ
ン
ア
ラ
ン
の

プ

ル

ド

ー

ザ

に

レ

ー

キ

を

つ

け

て

古

い

根

ッ

子

を

探

し

洛

合

簡

単

で

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

の
よ

う
に
固
ま
っ
た
株
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ラ
ン
ボ
ン
盤
垢
で
は
簡
単
忙
マ
・
ラ
ン
ア
ラ
ン
を
退
治
し
た
と
聞
ぎ
ま
し

し
か
し
、

私
た
ち
の
や

っ
た
方
法
を
紹
介
し
を
し
よ

一
本

一
本
の
株
は
わ
り
あ
い
小
さ
く

、

カ
ヤ

り

ま

す

。

そ

れ

が

見

ゎ

た

す

か

ぎ

り

密

生

し

て

い

る

の

で

す

か

ら

手

が

つ

m
か
ら
一

、

五
m
ぐ
ら
い

、

千
ガ
ヤ
と
い
つ
て
も

、

よ
く
茂
つ
た
と
こ
ろ
は
二

ID

も
あ

日
本
の
チ
ガ
ヤ
な
ど
問
題
に
な
り
ま
せ
ん
ね
。

● ‘ 
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中
田

落

合

落
合

落

合

中

田

二
、

こ
る
。

が
終
り

、

.‘
 

ョ
ッ
ノ

戦
果
と
し
て
六

0
0匹
か
ら
七

0
0匹
の
選
梨
死
体
が
畑
忙
の

そ
れ
を
片
つ
ば
し
か
ら
必
死
に
た
た
き
殺
す
0

か
く
て

、

ー
を
か
け
る

。

棒
を
も
つ
て
待
機
し
ま
す
。
級
後
に
残
さ
れ
た
部
分
忙
フ
ィ
ー
ル
ド

て、 を
か
け

、

一
五
人
か

、

ネ
ズ
、
、
、
は
畑
の
中
心
へ

、
中
心
へ
と
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

茎
を
．
ス
ク
ズ
タ
に
切

り
倒
し
て
い

含
ま
す
。
そ
れ
忙
し
た
が
つ

畑
の
周
囲
か
ら
ぐ

み
ぐ
る
中
心
に
向
つ
て

、

フ
ィ
ー
ル
ド

ト
ウ
モ
ロ

n

シ
畑
の

一
区
画
は
九

ha
で
す
が

、

中

圧

そ

れ

は

ど

ん

な

作

散

で

す

か

し
た
。

中

田

何

か

薬

で

や

つ

つ

け

た

の

で

す

か

。

き
さ
で
す
が

、

と
こ
ろ
こ
そ
、

そ
れ
は
ア
ペ

も
っ
と
も
原
始
的
な
ネ
ズ
、
ヽヽ
せ

ん
滅
作
戦
が
い
ち
ば
ん
効
果
が
あ
り
ま

い
よ
い
よ
、

追
い
つ
め
た

と
こ
ろ
で
、

追

い

つ

め

ら

れ

た

ネ

ズ

ミ

の

群

は

必

死

陀

た

っ

て

と

び

出

し

て
く

る
、

カ
る
ほ
ど
、

ネ
ズ
、
ヽ
ヽ
せ
ん
滅
作
戦
で
す
ね

。

ね
ず
み
退
治

●. 

ネ
ズ
、
ヽ
ヽ
算
的
に
殖
え
る
か
ら
た
ま
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
し
て
も
ひ
ど
い
ネ
ズ
、
ヽ
ヽ
で
す
よ
0

コ
ペ

、

い
う
風
評
が
伝
わ
り
ま
し
た
が

、

実
を
も
ぎ
と
っ
た
あ
と
、

日
本
の
家
｀
不
ズ
ミ
ぐ
ら
い
の
大

「
ネ

ズ

ミ

を

全

減
し
た
」

と
い
う
の
で
し
よ
う
。

ほ
ん
と
で
す
か
。

数

分

間

の

格

聞
。
チ

二

0
人
ぐ
ら
い
が
昆

.‘
 

。
チ
ョ
ッ
ノ
ー

ラ
ン
ボ
ン
媒
楊
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
ネ
ズ
、
ヽ
ヽ
に
全
激
さ
せ
ら
れ
た

、

ま

ず

ま

ち

が

い

な

く

良

い

土

地

だ

と
言
え
ま

し
よ
う
。

● ’ 

と
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落
合

中
田

落

合

中
田

中
田
落
合 ‘ 

赦
で
す

。

退
治
、

一
次
産
品
の
開
発
輸
入
の
促
進

ヨ
ト
ム
シ
の
群
が
お
し
よ
せ
る
と
二

l
三
日
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
ジ
は
全

こ
れ
は
ワ
ナ
に
か
け
る
の
で
す
。

物
が
た
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
れ

は
大
ぎ
い
か
ち
、
不
ズ
、
、
、
の
よ
う
な
わ

け
に
は
い
か
な
い
で
し
よ
う
。

り
も
し
な
い

。

だ

っ
て
イ
ン
ド
ネ
ン
ア
は
ほ
と
ん
ど
回
教
徒
で
し
よ
う
。

イ
ノ
ジ
ン
を
三
メ
ー
ト

ア
ラ
ン
ア
ラ
ン
退
治
、

モ
ン
キ
ー
退
治

、

ネ
ズ
、
、
、
退
治

、

こ
の
話
は
次
の
お
た
の
し
み
に
し
ま
す
。

ア
ジ
ア
貿
易
開
発
協
会
の
発
足

去
る
一
月
九
日
発
足
し
た
財
団
法
人

上
国
の
一
次

産
品
の
開
発
翰
入
を
促
進
す
る
目
的
で
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

（
通
産
省
所
管
）

そ
の
事
業
内

容
は

、

昨

年

-'
・ツ

ァ
貿
易
開
発
協
会
は
、

そ
れ
か
ら
ョ
ト

ム
シ

イ
ノ
シ
シ

退
治

、

ヵ
年
に
退
治

し
た
イ
ノ
シ
シ
が
六

0
頭
で

す
。

ほ
か
に
退

治

犬
も
追
い
か
け

る
。

れ
て
や
つ
て
く
る
0

犬
が
イ
ノ
シ
シ
を
屏
つ
け
追
い
は
じ
め
る
と
、

パ
リ
島
出
身
の
カ
ソ
リ
ッ
ク
教
徒
忙
た
の
む
の
で
す
0

彼
等
は
犬
を
連

め
で
す
。

い
の
し
し
退
治

● ̀  

ル
ぐ
ら
い
の
ャ
リ
で
つ
き
刺
す

。

発
展
途

犬
の
あ
と
を
バ
リ
品
人
が

追
う
。
そ
し
て
追
い
つ
め
た
他
の

イ
ノ
シ
シ
も
豚
の
親

類
だ

か
ら
回
教
徒
に
た
の
ん
で
も
だ

落

合

回

教

徒

は

豚

は

も

っ

と

も

卑

し

い

脚

物

と

し

て

、

イ
ノ
シ
シ
も
ま
た
畑
あ
ら
し
の
大
敵
で
す
。

食
ぺ
な
い

し、

． ． 

近
ょ
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割
凝
産
品
の
酷
入
に
よ
る
過
渡
的
な
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
、

原
則

と
し
て

ヽ

諒
入
資
金
の
低
利
揺

姿

そ
の

効
果

が
周
辺
の
閑
発

伐

採
専
用
林
道
な
ど
は
原
則

と
し
て

企
業
自
体
が
や
る
。

（
木
材
開
発
の
み
方
ら
ず
、

椋
セ

ン
ク
ー
（
数
企
業
の
共
通
施
設
で
あ
る
と
と
も
に
周
辺
品
家
に
役
立

つ
も

こ
の
よ
う
忙

、

よ
り
碁
礎
的
な
社
会
資
本
は
当
該
固
政
府

、

接
連
る
も
の
は
企
業
投
資

、

に
及
ぷ
も
の
は
本
串
業
と
い
う
よ
う
沢

、

力
が
別
わ
り
ー、
開
発
幹
入
を
一

分
担
を
分
け
あ
い

、

こ
れ
に
技
術
協

そ
う
効
果
的
忙
し
よ

り
と

い
う
の
で
あ
る
。

開
発
が
効
果
を
あ
げ
て

、
商
業
ペ

ー
ス

忙
よ
る
輪
入
が
可
能
と
た
る
ま
で
の

年
以
広
の
期
限
を
か
ぎ
り
、
輪
入
資
金
の
低
利
恩
資
（
金
莉
年

二
％
、
貸
付
期

企
業
荊
益
に
直

る
。
の
）

、

さ
ら
に
河
口
等
の
浚
渫
用
船
舶
な
ど
は
原
則
と
し
て
本
事
業
が
協
力
す

一
般
的
な
使
途
を
有
す
る
も
の
）
と
か
、
戯
業
檄

し

か
し
栢
取
棧

橋

国
の
政
府
が
や
る
0

直
営
農
場
、

木
材

例
え
ば

、
碁
幹
迅
路
、

そ
の

を
超
え
て
周
辺
の
開
発
に
及
ぷ
も
の
に
つ
い
て

．．．．．． 
」
長
期
無
利
子
の
融
資

（
手
数
料
年

0
、

置
が
必
要
な
生
産

‘

そ
の
効
果
が
当
該
企
業

そ
こ
で

、

し
、

「・・

・・・・

一
次
産
品
の
開
発
輸
入
事
業
の
的
確
な
遂
行
の
た
め
設

計
画
的
な
輸
入
の
実
現
を
は
か
る
た
め
の
大
規
模

な
出
業
を
行
お
う
と

す

る
動

民
間
の
力
だ
け
で
は
困
難
で
あ
る
。

き
が
み
ら
れ
る
0

し
か
し
、

娘
近
の
動
ぎ

と
し
て

、

合
理
化
施
設
に
対
す
る
点

資

．． 

港

湾

、
直
営
農
楊
用
貯
蔵
施

設
（
サ

イ
ロ
）
、

ダ

ム

ヽ

湘
が
い
な
ど
は
原
則
と
し
て

、

七
五
％
）
を
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

当
該
企
業
を
こ
え

て
、

流
通
の
合
理
化
施
設
で
あ
っ

て
、

こ
れ
ら
の
事
業
は
長
期
に
わ
た
っ
て
資
本
が
固
定

民
間
企
業

が
現
地
匠
資
本
を
投
下

し
て

、
• • 

長
期
的
、
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ま
ず
い
こ
と
、

と
こ
ろ
が

、

つ
あ
り

、

ミ

ラ

ク

ル

こ
の

I

R

8
陀
次
い
で
六
七
年
に
エ

R

5
を
発
表
し

、

然
帯
で
も
ヘ
ク
ク
ー
ル
あ
た
り
モ
‘
‘
、
で
六

l
七
ト
ン
と
れ
る
。

熱
帯
稲
は
肥
料
に
弱
い
と
い
ら
こ
れ
ま
で
の
常
識
を
破
り

、

つ
て
い
る
。

，
 

フ
ォ
ー

ト

。

こ
れ
ら
新
品
秒
は
肥
却
さ
え
や
れ
ば
高
収
岱
に
力
る
が

、

R
e
v
o
l
ut
i

o
n
 

立
し
た

I

R

R

I

（
国
際
稲
研
究
所
）
で

、

を
作
出
し
た
。

こ

の
品
秤
は
熱
帯
で
も
イ
ネ
の
多
収
栽
培
が
可
能
で
あ
る

こ

と
を
証
明

し
た
。

で
の
水
準
の
三

l
四
倍
で
あ
る
。

理
ホ
長

、

役
＂
只
け

、

な
お

、

三
、

。
ラ
イ
ス
（
奇
跡
の
米
）
と
よ
げ
れ
て

、

緑
の
革
命
（

G
r
e
e
n
 

病
虫
害
に
弱
い
こ
と
、

な
ど
の
弱
点
を
も

つ
て

い
た
。

こ
の
品
利
を
わ
ず
か
四
年
で
完
成

し
た
こ
と
も

す
ば

ら
し

い
が

、

ロ
ッ
ク
フ
エ
ラ
ー
両
財
団
が

味
よ
く
、

尚
収
墨
て
、
病
虫
害
に
つ
よ
い

イ
ネ
の
新
品
種

I

R

20
と
I

R
22

店
務
理
事
が
外
山
素
彦
元
束
京
銀
行
監
杢
役
で
あ
る
。

会
長
が
永
野
正
雄
日
商
会
如
、

の
毀
易
の
進
展
に
必
要
な
平
業
。

資

の

ワ

ク

は

五

オ

ク

円
、

そ
の
他
、

間
六
カ
月
）
を
行
う
。

●. 

味
が

）
と
さ
わ
が

れ

て

い
る
。

東

南

ア

ジ

ア

を

席

巻

し
つ

こ
れ

ら

の
新
品
和
は

こ
れ

は
こ
れ
ま

多
肥
栽
培
す
れ
ば

六
六
年
に

I

R
8

と
い

う
新

品

種

一
九
六
二
年
に
フ
ィ

リ
ビ

ン
に
設

押
事
長
は
村
上
公
孝

．ン
エ
ト

給
入
資
金
の
低
刹
懃
資
ワ
ク
は
七

、

昭
和
四
四
年
度
市
菜
計
画
に
よ
れ
ば

、

ロ

副

五
オ

ク

円
と
な

合
理
化
施
設
陀
た
い
す
る
邸

ア
ジ

ア
等

の

詢

発

途

上

国

の

経

済

の

開

発

と

、

こ
れ

ら
誌

国

と

● ’ 

-2 6— 



＜ ヽ

六

、

I

R

2
陀
つ
い

て
い
え
ば

、
十
二

、

る
と

表
さ
れ
た
。

好
み
に
合

ら

だ
ろ

う

と
い
う
の
で
あ
る
0

次
に
両
品
種
の
特
性
を
か
い
つ
ま
ん

で
述
ぺ

て
み

よ
う
。

メ
イ
虫
な
ど
の
病
虫
害
に
対
し
て
は

I

R

8
よ
り
も
つ
よ
い
。

と
倒
れ
や
す
く
た
る
0

成
熟
の
ニ

ー

三
日
前
に
倒
れ
る
げ
あ
い
は

、

味
は

I

R
8

や
I

R

5
よ
り
優
れ
て
い
る
。

f
1
u
f
f
y
 

う
こ
と
で
あ
る
。

で
倒
れ
に
く
く
、

台
風
な
ど
で
倒
れ
る
と
ひ
ど
く
減
収
に
た
る
。

ら
高

く
受
け
入
れ
ら
れ
よ
う
。

ご
飯
に
す
る
と

一
五

l

―
二
二
日
で
成
熟
、
゜

I

R

2
は
、

f
l
u
f
f
y
 

一
月
に
柏
え

す
方
わ
ち

I

R

8
よ
り
五

l

七
日
早
い
。

一
月
植
え
は

I

R

8
よ
り
七

l
-
0
日
早

七
月
棺
え
は
エ

R

8
と
同
時
に
成
熟
す
る
。

両
品
秘
と
も
日
の
長
い
地
域
で
は
生
育
日
数
が
長
い
よ
う
で
あ
る
0

北
ィ
ン

で
成
熟
す
る
。
す
な
わ
ち

I

R

8
よ
り
一
週
間
後
れ
る
0

十
二

、

フ
ィ
l
J
・
ヒ
ン
で
は

、

五
、
六
月
に
棺
え
る
と
一
三

0
l
-
=―
五
日

I

R

2
と

I

R

2
は
と
も
忙
日
の
長
さ
に
た
い
し

、

わ
ず
か
に
反
応
す
る
。

d
r
y

で

で
あ
る
。

米
の
品
質
は

I

R

8
．キ

I

R
5

よ
り

上
質
で

、

ア
ジ
ア
の
多
く
の
消
費
者
か

通
常
の
イ
ネ
の
病
害
に
た
い
し
抵
抗
力
が
あ
る
。

I

R

2
の
収
昴
は

I

R

8
と
ほ
院
同
じ
で
あ
る
。

I

R

2
よ
り
は
茎
が

丈
夫

で
あ
る
。
こ
れ
は

ア
ジ
ア
の
消
代
者
に
は
好
か
れ
る
だ
ろ
う
と
い

d
r
y

で

収
に
た
ち
ぬ
が

、

さ
ほ
ど
滋

I

R

2
の
欠
点
は
茎
が
細
く
倒
れ
や
す
い
こ
と
、

イ
モ
チ
病
、

と
く
匠
肥
絆
を
多
く
や
る

ご
飯
に
す
る
と

が
れ
病
、

I
R

2
は
多
収
性
で
は

I

R
8

と
ほ
ほ
同
じ
で
あ
る
が
、

白

葉

こ

の
二
品
杜
は
多
収
で
あ
る
と
と
も
忙
良
質
米
で

、
束
南
ア
ジ
ア
の
人
々
の

か
ら

、
味
が
よ
く
て

、

病
虫
害
忙
つ
よ
い

I

R

2
と
I

R

2
の
二
新
品
種
が
発

と

こ

ろ

が

昨

年

十

二

月

四

日

、

． ． 

．
 

フ
ィ

リ

ヒ

ン

の

固

際

稲

研

究

所

． ． 
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品
利
で
あ
る
。

は
、

I
 
R
 8
X

 

2
 

I

R

2
は
、

T
a
d
u
k
a
n
 

も

と

T
 
K
 M
 6
 

H

R

 5
 
7
 

が
三
回
か
か
つ
て
い
る

、

)

x

T

 
K

M

 6

で
、

は

H

R
5
 
3
 
2
 
E
 5
 
7
 
6
 

で
、

ド
や
西
パ
キ
ス
ク

ン
で
は
一
六

0
l
一
六
五
日
か

か
つ
て

成
熟
す
る
。

葉

は

面

立

し

、

と
し
て
知
ら
れ

、

ー

1

6
 
[I

|

2

 

す

た

わ

ち

c
r
o
 8
8

 

と
し
て
知
ら
れ
、

T
a
d
u
k

a
n
 

ま
だ

、

は
イ

ン
ド
の

品
科
で
あ
る
。

B
a
c
k
 

弓

乏：

H 

は
フ
ィ
リ
ピ

ン
の

P
e
t
a
は

イ
ン
ド
ネ
ジ
ア

の
品
利
だ
が

、

姐

伝

的

組

合

せ

は

、

鴻
巣

炉
事
試
餘
堺
の

J
I
l
上
潤
一

郎
技
官
の
話
で
は

、

分

け
っ

茎

が

多

く
短
稗
で
あ
る
。

I 

R 

2 0 
ヽ

I

R

2
と
も
に

I

R

8
、

． ． 

(
P
e
t
a
¥
5
 

さ
れ
て
い
る
。

I

R

2
は
実
験
段
階
で

I

R

5
の
よ
う
忙
苗
の
生

長
が

よ
く

、

． ． 

迫

伝

的

妬

P
e
t

a
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な
お

、

日
本
側
の
業
務
は
海
外
技
術
協
力
事
業
団
が
実
施
に
あ
た
る
。

営
費
、

二
、
イ
ン
ド
ネ
ッ
ァ
政
府
は

、

る

一
目
十
三
日

、
福
本

、

二
、

ヽ

必
要
な
職
員
を
提
供
す
る
。

こ
の
協
力
実
施
の
た
め
土
地

、
建
物
お
よ
び
迦

岩
切

、
諫
見
の
三
氏
が
現
地

へ
赴
任
）

政
府
は
四
名
の
導
門
家
を
派
遮
し

、
機
械
設
備
等
を
供
与
す
る
。

さ
せ
る
。

術
協
力
を
行
い

、

（

去

こ
の
樹
定
の
主
方
内
容
は

、
昨
年
七
月

、

そ
の
成
果
を
イ

ン
ド
ネ
ツ

ア

の
地
方
水
産
高
校
へ
普
及

両
国
政
府
は
漁
業
関
係
諸
研
究
所
お
よ
び
教
育
施
設
を
対
象
と

し

て
技

を
行
た

う

こ
と
妬
な

つ
て
い

る
。

の
有
効
期
閻
は
一
＝
年
で
あ
る
が

、

わ
が
国
は
期
間
中
の
二
年
間
に
わ
た
り
協
力

締
結
交
渉
を
進
め
て
ぎ
た
が

、

協
定
の
料
名
が
行
力
わ
れ
た
。
こ

漁
業
に
つ

い
て

の
研
究
お

よ
び
教
育
の
分
野
に
お
け
る
協
力
を
行
た

う
た

め
の

政
府
は

、

イ

ン
ド
ネ

シ
マ

共
和
国
忙
た
い
す
る
技
術
協
力
の
一
埃
と

し

て
、

忙
詑
載
も
れ
）

（
海
外
5

業
ニ
ュ

ー

ス
ー

「
政
府
ペ
ー
ス
惧
業
開
発
協
力
あ
ら
ま
し
」

瓜

イ

ン
ド

ネ
ジ
ア
の
漁
業

匠
協
力

．． 

．． 
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お
ね
が
い

人
し
て
赴
任

し
て
赴
任

己

人
だ
け

あ
げ

て
み
ま
し
た
0

次
の
号
か

ら

紐
菜
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
方

往

来

炉
林
省
経
済
局
国
際
協
力
課

と
い
う
意
志
表
示
の
つ
も
り
で

し

」
は
な
ゎ
め
て
好
評
で

、

い
ず
れ
に
し
て
も
、

「
政
府
ペ
ー
ス

晨
業
院
発
協
力
あ

ら
ま

さ
ら
に
突
つ
こ
ん
だ
問
い
合
せ

詳
細
な

こ
と
は
左
記

各
所

へ
、

3

5

3
ー

2
1
 

7
 
1
 

謡
業
開
発
協
力
室
（
炉
業
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
）

開
発
技
術
協
力
室
（
開
発
幹
入
に
関
す
る
こ
と
な
ど
）

通

産

省

貿

易

振

興

局

経

済

協

ヵ

政

策

課

外
務
省
経
済
協
力
局
技
術
協
力
課

千
葉
穣
氏
（
日
本
工
営
殷
業
部
次
長
）

、
一
月
六
日
ジ
ャ
カ
ル
タ
壮
務
所
次
長
と

藤
本
仁
平
氏
（
日
本
工
営
肛
業
部
長
）

、

人
事
往
来
欄
を
つ
く
り
ま
す
、

二
月
八
日
サ
イ
ゴ
ン
串
務
所
長
と

ど
の
人
事
往
来
に
つ
い
て
毎
月
末
ま
で
忙
お
し
し
せ
下
さ
い
。

洵
外
技
術
協
力
事
業
団
（

T
e
l
 

の
中
か
ら
数
多
く
引
用
さ
せ

て
い
た

だ
い

た
。

カ
事
業
団
(
O
T
C
A
)
袋
業
院
発
協
力
室
編
「

6
9
1
肱
業
協
力
事
業
の
概
要
」

参
考
妬
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
資
料
は
多
忍
あ
る
が

、

が
多
数
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 会
員
各
社
よ
り

、

「
海
外
是
業
ニ
ュ
ー
ス
」
第
一
号

C

一
ユ
ー
ス
い
へ

の
反
響

． ． 

力
か
で
も
海
外
技
術
協

． ． 
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束
畑
栢

設

問

植

村

甲

午

郎

予
箕
案
の
改
訂
な
ど
に
つ

3
さ
審
議
が
行
わ
れ
た
。
ま
た

、

左
記
六
名
の
方
に

一
月
九
日
忙
役
且

-
0月――
-0
日
に
役
員
会
を
抑
窒
、
役

且

、
事
務
局
の
編
成

と
寄
付
名
為
、

ヽ

わ
れ
る
。

費
用
が
含
茂
れ

、

ー
ル
す
る
人
件
骰

、

の
補
助
金
は
財
政
引
ぎ
し
め
の
お
り

、

新
規
袖
助

が
出
さ
れ

て
い
た
が

、

左
記
の
と
お
り
交
付
さ
れ
る
こ
と
忙
決
定
し
た
。
こ

財
団
に
た
い
す
る
四
五
年
度
固
庫
補
助
金
は
炉
林
省
と
外
務
省
か
ら
要
求

二
、

四
五
年
度
予

箕

こ
れ
か
ら
の
財
団
の
活
動
に
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
お
も

海
外
岱
業
の
怜
報
を
務
鯉
し
た
り

、
弘
報
す
る
よ
う
な

両
省
の
ご
協
力
択
ょ
り
、

金
と
し
て
投
得
さ
れ
る
予
定
¢
も
の
て

、
若
干
名
の
海
外
虻
業
技
術
者
を
プ

桝
林
補
助
金

外
務
補
助
令

三
、
役
，丸

会
屈
倍

会
を
開
き

、

0
-
二
万
円

一
五

0
万
円

認
可
匠
と
も
な
ら
報
告
と
諸
手
続
を
除
し
、

本
財
向
の
珈
問
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り

、
就
任
の
承
諾
を
え
た
。

経

済

団

体

連

合

会

会

長

ア

ジ

ア

経

済

研

究

所

会

長

こ
と
と
な
っ
た
。

務
両
省
か

ら
財
団
法
人
の
認
司
が
お
り

、

ヽ

+

-

l

 

財
団
は
四
四
年
廿
古
月
二
五
日
付
を
も
つ
て

、

法
人
認
定 ． ． 
事
務
局
だ

よ
り

公
益
法
人
と
し
て
法
人
格
を
も
っ

主
務
官
庁
で
あ
る
朕
林
、

• • 
外

-5 1 -



(1) 

°
国
際
心
友
会
（
品
業
実
習
生
欧
米
派
遣
団
体
）
四
四
、

つ
て
い
る
絆
織
の
人
々
と
会
合
し

、

海
外
要
員
の
人
材
源
と
し
て
官
公
庁
閑
係
以
外
で
派
遣
適
格
者
を
忙
ぎ

昨
秋
十
月
以
来
四
四
年
度
事
業
計
画
に

し
た

が
つ
て

、

ヒ

、
慈
英
実
施

の
概
要

挺
身
す
る
志
を
も
つ
者
匠
た
い
し

、

左
記
の
よ
う
方
準

専
門
家

と
し
て

派

遣

し
う

る
よ

う
育
成
す
る
。

各
自
の
専
門
分
野
忙
つ
い

て
技
術
の
プ

た
お
海
外
茄
業
に

南
ア
ジ
ア
方
面
で
技
術
協
力
ま
た
は
必
業
の
実
習
を
行
い

、

（
第
二
段
階
）
日
本
海
外
肯
年
協
力
隊
そ
の
他
の
株
関
の
協
力
を
え
て

、

固
生
杞
へ
の
適
応
性
を
狡
ら
。

（
第
一
段
階
）
適
当
な
機
関
の
協
力
を
え
て

、
米
固
そ
の
他
の
先
進
固
で
屋

る
過
秤
を
次
の
よ
う
忙
知
む
こ
と
を
研
究

し
て
い

る
旨
を
報
佳
し
た
。

高

杉

晋

一

ご
委
賑
す
る
こ
と
と
た
っ
た
。

海

外

知

済

協

力

碁

金

餘

裁

前

海

外

経

済

協

力

碁

金

総

裁

方
お

、
事
務
局
か
ら
が
業
の
実
施
状
況
を
別
碩
の
と
お
り
説
明
し
た
が

、

将
来
海
外
ふ
業
に
専
従
す
る
希
望
を
も
つ
脊
年
を

、
専
門
家
忙
ま
で
育
成
す

業
実
習
を
行
い

、

体
験
さ
せ
る
。

こ
れ
に
よ
り
先
進
国
の
届
業
を
体
験
す
る
と
と
も
に

、

（
第
三
段
階
）
第
一

、
第
二
の
実
習
を
支
障
な
く
終
了
し

、

ラ
ッ
シ
ュ
。
マ
ッ
プ
を
行
い

、

備
作
業
を
実
施

し
た

。

そ
の
意
見
を
含
い
た
。

ま
た

、
財
団
の
炎
助
ぃ
只
を
中
心
と

し
て

財
界

、

屁
菜
界
の
方
々
に
評
話
共
を

柳

田

誠

次

郎

戸

苅

義

次

束

大

名

誉

教

授

那

須

皓

．． 

東

大

名

背

教

授

、

ヽ

現
地
の
実
状
を

元

ィ

ン
ド

大

使

• • 
七

束 外
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(4¥ (3) 

も
忙

、

b
 

a 

挫
業
叫
門
家

を
需

要

す
る
佃
と
し
て
左
記
の
諸
社
の

意

見

を

枷

く

と

と

各
社
の
実
施
し
て
い
る
事
業
忙
つ
い

て
の
説
明
を
う
け
た
。

三

井

物

産
、

三
井
物
産

三
菱
商
事

あ
る
。

三
菱
南
事
と
の
合
同
会
合

ー

1

ヽ

（
肛
匹

（
四
四

、

（
匪
四

、

ヽ ヽ ヽ

ニ
八
）

二
六
）

-

=

i

)

 

巡
回
や
文
書
忙
よ
る
質
疑
応
答
た
ど
忙
つ
い

て
十
分
考
照
す
る
必
要
が

る
。
ま
た
現
討
で
働

く
者
妬
た
い
す
る
技
術
的
ア
ド
パ
イ
ザ
ー
の
定
期

海
外
派
逍
中
の
身
分
閑
係
に
つ
い
て
は
根
本
的
な
解
決
を
必
要
と
す

外
技
術
要
員
の
ソ
ー
ス
で
あ
る
。

一
四

、

脱
菜
改
良
普

及
脱
且
約

0

農
業
研
修
生
派
米
協
会
（
炭
業
研
修
生
米
国
派
逍
団
体
）
囮
山
、

ー
プ
に
つ
角
行
っ
た

。

イ

ン
ド
派
泄
者
（
海
外
技
術
協
力
事
業
団
派
遣

タ
イ
）
四
五

、

ラ

オ
ス

、

前
二
項
の
方
々
の
主
力
る
意
見
は
左
の
迪
り
で
あ
る
。

海
外
料
業
実
習
修

了
者

紗
六

、

0
0
0名
、

お
よ
び
協
丁
隊
帰
固
者
な
ど
は
将
来
の
有
力
な
海

0
0
0名
、

ツ
マ

）
四
五

、

二
、

0

日
本
海
外
屯
l
J
年
協
ヵ
隊
派
造
老
（
フ
ィ
リ

ッ
ビ

ン
、

ポ

ヂ

ヤ

、

ヽ

0

政
府
ペ
ー
ス
お
よ
び
民
間
派
述
専
門
家
（

イ

ラ

ン
、
マ
レ
ー
ジ
ア
、
カ

ン

専
門
家
）
匹
匪
、

ヽ

ー：

0

バ
キ
ス
ク
ン
お
よ
び

、

②

開

発
協

力
事
業
忙
派
雌
さ
れ
た
方
々
の
意
見
を
位
く
こ
と
を
左
の
グ
ル

九
。
い
業
改
良
普
及
協
会
（
普
及
員
の
全
国
的
な
連
合
組
織
）
四
四
、

．． 

● • 

マ
レ
ー 二

、
ヽ
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い

事
業
説
明
会
の
開
催

(5) 

考
え
方
と

、

識
を
も
っ
た

、

と
忙
つ
い
て
も
研
究
す
ぺ
き
で
あ
る

、

四
五

、

四
万

、

四
VLI 
ヽ

情
報
製
係
の
事
業
実
施
に
つ
ー
い
て
怠
見
の
交
換
を
行
っ
た
。

日
本
貿
炭
振
興
会
（
．
ン
エ
ト
ロ
）

F

A

0

協
会

ア
ジ
ア

経
済
研
究
所

財
団
の
事
業
忙

つ
い
て
さ
ち
忙

広
く
財
界
や
採
某
界
の
関
係
の
方
々
に
ど

と
の

ヽ ヽ

―
二

、

一
七 ー/‘ -
0
 

心
見
が
あ

っ
た

。

社
の
か
か
え
て
い
る
功
門
家
を
財
団
の
仲
介
で
他
社
と
貸
し

、
借
り
す
る
こ

出
来
あ
が
っ
た
軒
門

家
を
必
要
と
し

て
い
る

。
ま

た
現
に
各

コ
ン
サ
ル
ク
ン
ト
会
社
の
必
要
と
す
る
人
材
は

、

が
氷
め
ち
れ
て
い
る
。
ま
た

、

普
及
技
術
者

を
必
要
と
し

、

商
社
と
異
な
り

、
深
い
知

現
地
人
技
術
者
の
養
成
に
重
点
を
お
く
考
え
方
が
あ
る
。
ま
た

、

日
本
人
技
術
老
忙
董
点
を
お
い
て
派
迎
す
る

か
つ

、

企
画
者
や
専
門
家
と
比
較
的
広
い
知
識
を
も
っ
た
多
数
の
実
除
家

、

三
井
束
圧

前
項
各
商
社
の
意
見

を
綜
合
す
る
と
、

（
四
五

、

二
、

一

三

）

人
材
の
賀
忙
つ
い
て
は

、

現
地
で
の
活
動
に
耐
え
う
る
壮
年
の
人

北
松
江
商

（
四
万
、

二ヽ

六

野
村
海
外

（
四
五
、

二ヽ

五

安
宅
況
菜

＾ 四
五・
ヽ

二ヽ

五

日
商
岩
井

（
四
五

、

二
、

四

日
細
実
北
一

（
四
五

、

ヽ

ニ
〇
）

伊

膝

忠

（
四
四

、

ヽ

ニ
八
）

釆
祥
棉
花

（
四
五

、

ヽ

ニO
)

日
本
工
営

（
四
四

、

二
、
九

住
友
商
事

（
四
四
、

―
二

、

. ) 

● • 
、一ヽ '
‘`一‘
ヽ 、一 ヽ ‘~· 

ま
た
は

少
数
の
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(8¥ 

八
名

を
国
際
協
力
会
か

ら
推

せ

ん
を

う
け
、

調
査
囲
編
成

四
五
年

七
月
よ
り

十

二
月
、

人
材
の
登
鈴
、

究
を
急

い
で

お
り
、

青

年

二
名
を

ア
メ
リ
カ

で
の
肥
家
実
習

へ
派
述

学

校

を
卒

え
て
将
来
海
外

へ
出

て
活
動

す

る
こ
と

を
希
望
し
て
い

る
青
年

二
名

を
国
際
良
友
会

妬
依
頼
し
て

派
米
実
習
さ
せ
る

こ
と

陀

し
た
。

実
施
期
間

な

お
、

て
絹
成

す

る
。

稲
作

、

団
長
、

実
施

目
的

実

施

主

体

あ

っ
た
が

、
土
壊

、

確
保

、

栽
培

、
普
及
事
業
の
要
員
は
日
本

人

の
忠
門
家
を
も

っ

調
査
員
は
デ

ン
マ
ー
ク
人

と
し
、

理
解

を
い
た

だ
く
た
め

、

-
0
月
三

0
日
に
経
団
迎
会
館
忙
お

い

て
事

業

説

多
数
の
参
集

を
得

て
、

社

よ
り

の
術
要
開
合
せ
が
あ
っ
た
。

日
本
の

代

理
店
を
通
じ

て、

成
立

と
た

っ
た
。

そ
の
調
杏
計
画
の
概
要
は
参
考
ま
で

に

示
せ
ば

、

H

A

L

D
O
R
 

見
秋
り
に
凋
す
る
調
査

殷
業
経
済

、

よ
う
な

も
の

で
あ
る
。

そ
の

う
ち
数
件
は

す

で
に
あ

っ
旋
が
成

テ

ン
マ

ー
ク
の

肥
和
会
社

ト
プ
ソ

社

よ
り
、

T
o

p

s
¢
E
 

必
業
経
営

、

と
い
ら

イ
ン
ド

ネ

シ
ア

の
事
怜

に
粒
通

し
た

今
後

―
0
年

間

忙
お
け

る
イ
ン

ド
ネ
シ
ャ
肥

料
消
桜
爵
の

と
し
て

日
本

人
技
術
者
派
遣

の
要
訊
が
あ

っ
た

が
、

立
し
た
0

需
要
問
合
せ
の

う
ち
、

社

イ
ン

ド
ネ

シ
ア
に
お
け

る
肥
料
調
査
団
の
要
員

す

で
に
若
干
の
専
門
家
か

ら

登
録
の
申
込

み
が

あ

り
、

m
財

団
が
要
員
を
登
録
あ

っ
旋

す

る
半
業
は
四
五
年
度

よ
り
固
始
の

予
定
で

明
会

を
行
い

、

左
記
の

一
方
商

本
事
業
実
施
へ
の

ご
炎
同

を
え
た

。

諸
般
の

事
情
に
よ
り

不

生
産
物
の

マ
ー
ケ
ッ
テ

ン
グ
担
当
の

の
で
あ

っ
た
。

あ

っ
旋

な
ど
の
方
式
に

つ
い
て
は
目
下
研

近

く
公
表
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

十

二
月
二
五
日
財
団

で
選
考

し
、

• し

• • 
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